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◆地域座談会の開催状況について 

 

〔令和４年度〕※１年次地域座談会開催地域 

 ◎山之内地域 

 ・第１回目 令和 ５年 ３月 14 日（火）午後７時～ 

   場所：山之内和会館 

   出席者：地活協関係       ６名 

   学校・施設等     １２名 

   区役所地域担当等    ２名 

       計       ２０名 

 

 ○桃山学院大学 小野教授より「増進型地域福祉について」講義 

○３グループに分かれて「地域の中で気になること、人、状況」について 

ワークショップ 

 

 ・第２回目 令和 ５年 ６月 ８日（木）午後７時～ 

場所：山之内和会館 

   出席者：地活協関係       ７名 

   学校・施設等     １１名 

   区役所地域担当等    ３名 

       計       ２１名 

 

○３グループに分かれてワークショップ 

【 チーム・ラビット 】（１班） 

・めざすべきすがた 「みんな知り合い山之内」 

・理想の場面    「ユニバーサル トーク＆フードコート」 

 

【 Pretty Family 】（２班） 

 ・めざすべきすがた 「防災に強く、こどもたちが安心している暮らせる山之内地域」 

 ・理想の場面    「地域防災訓練に小学生が参加」 

 

【 餃子 】（３班） 

 ・めざすべきすがた 「高齢者と子どもの自由な交流」 

 ・理想の場面    「空き家を活用したオシャンティーな居場所づくり」 
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〔令和５年度〕※１年次地域座談会開催予定地域 

 ◎清水丘地域 

・清水丘地域高齢者ネットワーク交流会をコアメンバー会議と位置付け、令和４年７月

11 日交流会の中で地域座談会の開催について提案。 

開催について了承を得るも、現時点で開催に至っていない。  

・今後、地域活動協議会会長等と参加メンバーや開催時期等について、打合せ予定。 

 

 ◎南住吉地域 

  ・令和２年３月に１年次座談会の２回目を実施予定であったが、新型コロナウィルス感

染症感染拡大により中止しており、実施方法について相談しながら、コア会議から再

開していく。 

 

〔１年次地域座談会開催済地域〕 

 ◎長居地域、苅田地域、苅田南地域 

  ・１年次座談会の議論に基づいた事業実施に向け、２年次座談会の開催について地域か

らも要請の声が上がっており、順次調整の上、開催していく。 

 

 ◎東粉浜地域 

  ・令和４年 10月 30 日に、座談会の議論に基づく「地域のこどもたちの顔が見えるまち」

を実現するための事業として、第１回「東粉浜ハロウィン仮装大会」を開催。 

   ・11 月 22 日反省会開催 

   「開催目的の「地域のこどもたちの顔が見えるまち」実現に資する事業であった。」 

    「アフターコロナを見据え、参加対象を小学生から幼稚園・保育園児に拡大していく。」 

   「プログラムも検討していく。」 など話し合われた。 

    ・今後は、２年次座談会を開催し、１年次座談会で出された地域の課題や強み、事業実

施から見えてきた課題など話し合い、事業実施につなげていくとともに小地域福祉計画

（ビジョン）策定へと議論深化を図っていく。 

 

 ◎墨江地域 

  ・地域座談会の議論を受け、地域で自主的に地域のコアメンバー、包括、専門職等で構

成する「墨江地域福祉会議」（以下、「地域福祉会議」という。）を立ち上げ、地域福祉

の進展を議論されている。その中で小地域地域福祉ビジョンの策定を検討。 

・「ケアマネ交流会」を開催し、地域の福祉課題の洗い出し、あるべき理想の姿について

地域の活動者や専門職から意見をもらい、出された意見を基に「地域福祉会議」で議論

を重ね、「墨江地域福祉ビジョン」（以下、「ビジョン」という。）を策定。 

・令和５年１月 20 日開催の「墨江地域福祉研修会」において、地域・専門職・区社協・

行政などと「ビジョン」の内容について共有し、今後、地域への周知について検討され

ることとなる。 


